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第９期 国東市 介護保険事業計画等の構成及び目的並びに基本施策（案） 

第８期計画 第９期計画 備考 
 

 

 

第1篇  総 論 

 

第1章  計画策定の概要 

 第1節  計画策定の背景と目的（2025年・2040年を見据えて） 

       （小川） 

 第2節  計画の位置づけ（小川） 

 

 第3節  計画期間と構成（小川） 

 

 第4節  計画の策定体制と策定後の点検体制 

■介護予防・日常生活圏域ニーズ調査 

■在宅介護実態調査 

■介護支援専門員による事業評価アンケート調査 

■民生委員・児童委員アンケート調査 

■元気高齢者健やかサロン活動団体アンケート調査 

■体操普及リーダー養成講座受講者調査 

■要介護（要支援）認定者、認知症高齢者の居住 

地調査 

■介護職員等雇用実態調査 

         

 

 

 第5節  介護保険制度改革のポイント（小川） 

≪改革の目指す方向性≫ 

・地域共生社会の実現と２０４０年への備え 

          ・国の基本指針に基づいた、制度改革について、記載。 

 

 

 

 

 

 

 

 

第1篇  総 論 

 

第1章  計画策定の概要   

 第1節  計画策定の背景と目的（中長期的な目標） 

       ※注１ 参照 

 第2節  計画の位置づけ 

       ※注２ 参照 

 第3節  計画期間と構成 

 

 第4節  計画の策定体制と策定後の点検体制 

■介護予防・日常生活圏域ニーズ調査 

■在宅介護実態調査 

■介護支援専門員による事業評価アンケート調査 

  在宅生活改善調査（追加） 

■民生委員・児童委員アンケート調査 

■元気高齢者健やかサロン活動団体アンケート調査 

■体操普及リーダー養成講座受講者調査 

■介護職員等雇用実態調査 

  介護人材実態調査（追加） 

■居所変更実態調査（追加） 

 ※注３ 参照 

         

 第5節  介護保険制度改革のポイント 

       ※注４ 参照 

≪改革の目指す方向性≫ 

・地域共生社会の実現と２０４０年への備え 

          ・国の基本指針に基づいた、制度改革について、記載。 

Ⅰ 地域包括ケアシステムの深化・推進 

１．生活を支える介護サービス等の基盤の整備 

２．様々な生活上の困難を支え合う地域共生社会の実現 

３．保険者機能の強化 

Ⅱ 介護現場の生産性向上の推進、制度の持続可能性の確保 

１．介護人材の確保、介護現場の生産性向上の推進 

２．給付と負担 

 

注１ 

 「2025年及び2040年を見据えた目標」を「中長期的な目

標」に修正。2040年度の推計は必須。 

 

注２ 

本計画は、本市の行政運営の基本方針を定める「第3次

国東市総合計画」を最上位計画とし、「国東市健康づくり

計画」「国東市国民健康保険事業計画」「国東市障がい

者福祉計画」「地域福祉計画」及び「国東市社会福祉協

議会「地域福祉活動計画」等の保健・福祉分野として策

定される分野別計画の施策との連携・整合を図り、横断的

に策定をする。 

 

注３ 

第9期では、新たに3つの調査「在宅生活改善調査」「介護

人材実態調査」「居所変更実態調査」を地域分析ツールと

して実施した。3つの調査は「地域が目指すビジョンに向けた

サービス提供体制のあり方を検討するために地域の実態把

握として活用する。 

 

 

 

 

注４ 

基本指針の見直しのポイント 

1. 介護サービス基盤の計画的な整備 

① 地域の実情に応じたサービス基盤の整備  

② 在宅サービスの充実 

2. 地域包括ケアシステムの深化・推進に向けた取り組み 

① 地域共生社会の実現 

② 介護事業間、医療・介護間での連携を円滑に進め 

ための医療・介護基盤の整備 

③ 保+9険者機能の強化 

3. 地域包括ケアシステムを支える介護人材確保及び介護 

現場の生産性向上 

 

 

資料   １ 
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第８期計画 第９期計画 備考 
 

 

 第2章  高齢者の現状と課題   

 第1節  人口推計と将来推計（吉武） 

       １ 高齢化率の推移 

       ２ 人口ピラミット 

       ３ 年齢階級別人口の推移 

       ４ 高齢者の世帯構成 

 

 第2節  要支援・要介護認定者（率）の推計と将来推計 

       １ 要介護度別認定者数の推移（東） 

       ２ 年齢階層別認定者数及び認定率の推移（東） 

       ３ 軽度者（要支援1～要介護１）推移（東） 

       ４ 要介護認定者の要介護度別割合の推移（東） 

       ５ 要介護（要支援）認定者、認知症高齢者の居住地 

の実態（吉田拓） 

       ６ 認定率の地域間比較（林） 

       ７ 要介護度別認知症（Ⅱā以上）の構成（後藤） 

       ８ 要介護度別の原因割合（吉田拓） 

 

第3節  認知症高齢者数の推移と将来推計（後藤） 

 

第4節  地域の現状と課題 

１ 日常生活圏域からみた現状と課題（圏域別）（山本） 

 （介護予防・日常生活圏域ニーズ調査） 

２ 在宅介護実態調査からみた現状と課題（中川） 

３ 介護支援専門員による事業評価アンケートからみた 

現状と課題 

４ 民生委員・児童委員アンケートからみた現状と課題 

５ 元気高齢者健やかサロン活動団体・体操普及リーダー  

           養成講座受講者アンケート調査からみた現状と課題 

６ 要介護（要支援）認定者、認知症高齢者の居住地 

調査からみた現状と課題 

        ７ 介護職員等雇用実態調査からみた現状と課題 

第2章  高齢者の現状と課題   

 第1節  人口推計と将来推計 

       １ 高齢化率の推移 

       ２ 人口ピラミット 

       ３ 年齢階級別人口の推移 

       ４ 高齢者の世帯構成 

※ 注５ 参照 

 第2節  要支援・要介護認定者（率）の推計と将来推計 

※ 注６ 参照 

       １ 要介護度別認定者数の推移 

       ２ 年齢階層別認定者数及び認定率の推移 

       ３ 軽度者（要支援1～要介護１）推移 

       ４ 要介護認定者の要介護度別割合の推移 

       ５ 認定率の地域間比較 

       ６ 要介護度別認知症（Ⅱā以上）の構成 

       ７ 要介護度別の原因割合 

       ８ 居所変更実態調査を活用した集計（追加？） 

 

第3節  認知症高齢者数の推移と将来推計 

※ 注７ 参照 

第4節  地域の現状と課題 

※ 注８ 参照 

１ 日常生活圏域からみた現状と課題（圏域別） 

 （介護予防・日常生活圏域ニーズ調査） 

２ 在宅介護実態調査からみた現状と課題 

３ 介護支援専門員による事業評価アンケートからみた 

現状と課題（一部拡充） 

４ 民生委員・児童委員アンケートからみた現状と課題 

５ 元気高齢者健やかサロン活動団体・体操普及リーダー

             養成講座受講者アンケート調査からみた現状と課題 

６ 居所変更実態調査 

７ 介護職員等雇用実態調査からみた現状と課題 

  （一部拡充） 

 

 

 

 

 

 

注５ 

将来推計については、2040年度の推計値は必須。 

 （2025年度推計を削除） 

注６ 

将来推計については、2040年度の推計値は必須。 

 （2025年度推計を削除） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注7 

将来推計については、2040年度の推計値は必須。 

 （2025年度推計を削除） 

注8 

アンケート調査等から、地域の実態と課題を抽出する。ま 

た、３，４，５から、在宅生活を支援する関係者が抱える課 

題を抽出し、その対策等を検討。 

６は追加調査（過去1年間で施設・居宅系サービスから 

居所を変更した状況を把握、分析する） 
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第８期計画 第９期計画 備考 
 

 

第5節  第７期計画の振り返り（平本・溝部） 

基本理念に向けての達成状況 

基本目標の達成状況 

 

 

第3章  計画の基本的考え方   

 第1節  計画の目的（2040年を見据えて）・基本施策（小川） 

       国東市が2040年を見据えて目指す地域のあるべき姿 

 

       １ 計画の目的 

       誰もが、さかしく、自分らしく、安心して暮らせる地域 

※さかしくとは、 

         いつまでも健康で活動的に過ごすことができる 

※自分らしくとは、 

         本人・家族の意思決定のもと暮らし続けられる 

       ※安心して暮らせるとは、 

         例え医療や介護が必要になっても暮らし続けられる 

 

 

  第2節  計画の基本施策と方針 

 

 (1) さかしく暮らし続けられるための取組の推進 

 

① 住民が自主的に健康づくり、介護予防を取り組め 

るための支援 

② 住民が主体となる地域支え合い活動のための支援 

 

  

 

  第5節  第８期計画の振り返り 

基本理念に向けての達成状況 

基本目標の達成状況 

※ 注９ 参照 

 

第3章  計画の基本的考え方   

 第1節  計画の目的（2040年を見据えて）・基本施策 

       国東市が2040年を見据えて目指す地域のあるべき姿 

※ 注１０ 参照 

       １ 計画の目的 

       誰もが、さかしく、自分らしく、安心して暮らせる地域 

※さかしくとは、 

         いつまでも健康で活動的に過ごすことができる 

※自分らしくとは、 

         本人・家族の意思決定のもと暮らし続けられる 

       ※安心して暮らせるとは、 

         例え医療や介護が必要になっても暮らし続けられる 

 

 

第2節  計画の基本施策と方針 

※ 注１１ 参照 

 (1) さかしく暮らし続けられるための取組の推進 

※ 注１２ 参照 

① 住民が自主的に健康づくり、介護予防を取り組め 

るための支援 

② 住民が主体となる地域支え合い活動のための支援 

 

 

 

 

注９ 

基本理念・基本目標の達成状況についての評価を住民 

の意識や行動の変化で評価。 

意識や行動の変化については、日常生活圏域ニーズ調査 

から得た、「主観的健康観」「主観的幸福観」で評価。 

注１０ 

①  基本理念を「計画の目的」とし、この計画を推進 

することで、何を成し遂げようとするのか、何のために実施す 

るのかを意識できるように記載。 

② 目的に掲げる地域のあるべき姿が、イメージできるよう 

に、具体的に計画に記載。 

③ 高齢者の地域での生活を支えるしくみとなる地域包括 

ケアシステムは、地域共生社会（高齢者介護、障がい福 

祉、児童福祉、生活困窮者支援）などの制度・分野の枠 

を超えて、人と人との社会のつながり、一人ひとりが生きが 

いや役割を持ち、助け合いながら暮らしていくことのできる包 

括的な社会の実現に向けた中核的な基盤となることを 

計画に記載。 

注１１ 

基本施策として、７つの柱を基本施策として掲げ、それを下

支えする方針（施策の方向性）を記載。 

注１２ 

①健康でいきいきと暮らし続けられるために、高齢者自らが 

セルフケアを意識した健康づくり、介護予防の取組が推進で 

きるよう個別施策に反映。 

② 「自助」を支える「互助」の取組を生活支援体制整備 

事業を中核におき、多様な支え合いのしくみづくりを記載。 

③ 地域活性等の他課（関係部署）で推進する地域づくり 

と協働して、効果的に地域支援できる体制を整備していくこ 

とを記載。 

④ 自立した日常生活を営むことを支援するため、生活機 

能の改善や生きがいをもって過ごすことができるよう、有償ボ 

ランティアなどの就労的活動の普及促進のための個別施策 

を記載。 
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第８期計画 第９期計画 備考 
 

 

       (2) その人らしい生活、思いを支援できる取組の推進 

 

① 自立支援介護の推進 

② 重度化、重症化防止に向けた取組の推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       (3) 安心して暮らし続けられるための取組の推進 

 

① 多様化する相談に対応できる包括的な支援体制 

  の構築に向けた取組 

② 認知症高齢者とその家族を支える取組の推進 

③ ひとり暮らし、高齢者世帯を支える取組の推進 

④ 中重度の要介護状態や在宅療養患者、その家族 

  を支える取組の推進 

 

 

  (2) その人らしい生活、思いを支援できる取組の推進 

※ 注１３ 参照 

① 自立支援介護の推進 

② 重度化、重症化防止に向けた取組の推進 

③ 多様な社会参加・生きがいづくりの促進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     (3) 安心して暮らし続けられるための取組の推進 

※ 注１４ 参照 

① 多様化する総合的な相談に対応できる重層的な 

支援体制の構築に向けた取組 

② 認知症高齢者とその家族を支える取組の推進 

③ ひとり暮らし、高齢者世帯を支える取組の推進 

④ 中重度の要介護状態や在宅療養患者、その家族 

  を支える取組の推進 

⑤ 高齢者の権利擁護の推進 

 

 

注１３ 

① ケアマネジメント支援、自立支援介護の取組を強化す 

る個別施策を記載。 

② 運動、栄養、口腔、社会参加の視点を踏まえ、リハ職、 

管理栄養士、歯科衛生士等の医療専門職の介入を促進 

する取組を記載。 

③ リハビリテーションを必要とする要介護（要支援）、事業 

対象者、地域の高齢者に対して、効果的にリハビリテーショ

ンが行き届き必要なサービス量や質の確保ができるよう、目

標を定めて整備していくことを記載。 

④ 高齢者のフレイル（虚弱）、プレフレイルの状態を把握し 

たうえで医療や介護予防サービス等に繋げることにより、重 

度化、重症化予防の取組を充実する個別施策を記載。 

④ 居宅要介護被保険者について、総合事業の利用が可 

能となること及び総合事業のサービス単価についても国の定 

める額を勘案して保険者において定めることができる旨を記 

載。 

⑤本人の強みを生かした、趣味・活動に参加・継続できる

自立支援の受け皿づくりの取組みを記載 

 

注１４ 

① 地域住民が抱える複雑化、複合化する課題に対応す 

るため、関係課が分野を超えて横断的に連携して支援でき 

る体制を構築するための包括的な相談支援体制の構築に 

向け、検討を行うことを記載。また、権利擁護、高齢者虐

待への対応を強化していく旨を記載。重層的支援体制整

備事業等、障害者福祉や児童福祉など他分野との連携

促進の取組みを記載 

② 医療ニーズ、介護ニーズを併せ持つ、慢性疾患や認知 

症の高齢者を支援するため、「入退院支援」「日常の療養 

支援」「急変時の対応」「看取り」などの局面に応じて、多職 

種が連携して対応できる個別施策を記載。 

③ 介護離職防止のための本人及び家族支援策を検討。 

⑤高齢者虐待防止及び高齢者の尊厳を保つ拡充した取

組みを記載 
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第８期計画 第９期計画 備考 
 

 

         (4) 災害や感染症が発生しても安心して暮らし続けられ 

る取組の推進 

 

① 関係課と連携した災害・感染症発生時等の支援、 

応援体制の整備 

 

 

 

         (5) 高齢者とその家族を支える人材の確保、定着、育成 

         を支援 

 

① 第8期において、最重要課題となる介護人材、定 

着、育成支援の取組の強化充実 

            ② 介護現場の業務の効率化に向けた支援 

 

 

 

 

(6) 高齢者の多様なニーズに対応する住まいと住まい方 

への支援 

① 安心できる住まいの確保、住環境の整備 

 

 

 

 

(7) 介護保険事業の円滑な運営 

① 地域包括ケアシステムを推進するうえでの介護保険 

  施設等の整備 

② 介護給付費の推移と見込量 

③ 介護保険料基準額の算定 

④ 低所得者対策 

⑤ 介護給付費等に要する費用の適正化 

⑥ 保険者機能推進交付金等の効果的な活用 

 

 

 

         (4) 災害や感染症が発生しても安心して暮らし続けられ 

る取組の推進 

※ 注１５ 参照 

① 関係課と連携した災害・感染症発生時等の支援、 

応援体制の整備 

 

 

 

         (5) 高齢者とその家族を支える人材の確保、定着、育成 

         を支援 

※ 注１６ 参照 

① 最重要課題となる介護人材、定着、育成支援の 

取組の強化充実 

            ② 介護現場の業務の効率化に向けた支援 

※ 注１７ 参照 

 

 

 

(6) 高齢者の多様なニーズに対応する住まいと住まい方 

への支援 

① 安心できる住まいの確保、住環境の整備 

※ 注１８ 参照 

 

 

 

(7) 介護保険事業の円滑な運営 

① 地域包括ケアシステムを推進するうえでの介護保険 

  施設等の整備 

※ 注１９ 参照 

② 介護給付費の推移と見込量 

③ 介護保険料基準額の算定 

④ 低所得者対策 

⑤ 介護給付費等に要する費用の適正化 

⑥ 保険者機能推進交付金等の効果的な活用 

※ 注２０ 参照 

 

 

 

注１５ 

災害や新型コロナウィルス感染症拡大を踏まえ、介護事 

業所等と連携し防災や感染症対策についての周知啓発、 

研修、訓練の実施及び関係課（機関）と連携して介護事 

業所等における災害や感染症の発生時に必要な物資につ 

いての備蓄、調達、輸送体制の整備、災害・感染症発生 

時等の支援、応援体制などを計画に記載。 

 

注１６ 

国東市において、介護サービスを提供するうえで、最大 

の課題である介護人材の確保、定着、育成を図るため、あ 

らゆる取組を強化拡充するための個別施策を記載。 

 

注１７ 

介護の資格や経験の有無を問わず、介護の仕事の魅 

力発信等の周知や、介護現場がより働きやすくなるよう、介 

護現場の業務改善、文書削減、介護ロボット、ICTの活用 

の推進等による業務の効率化に向けた支援策を記載。 

 

注１８ 

① 現在の居住場所での生活に困難を感じている高齢者 

に対する住み替え等の住まいの確保に向けた整備量を計 

画に記載。 

（養護・有料老人ホーム、サービス付高齢者向け住宅） 

② 他の住宅施策との連携や、高齢者の住まいへの支援に 

ついて、関係機関と協議できる場の設立を検討。 

 

注１９ 

自己選択、望む生活が支援できる介護保険施設、地域

密着型施設の整備方針を記載。 

 

注２０ 

 高齢者の自立支援・重度化防止等に向けた必要な地域 

課題を解決するための施策を展開していくために、保険者 

機能推進交付金を活用することを記載。 
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第８期計画 第９期計画 備考 
 

 

 第3節  日常生活圏域と地域包括支援センターの機能（吉田美） 

         1 日常生活圏域 

         2 地域包括支援センターの機能 

 

 

 

第2篇  各 論 

   

第1章  施策の具体的な取組み 

 

第1節   さかしく暮らしつづけられるために（神田） 

      １ 住民が自主的に健康づくり、介護予防を取り組める 

       ための支援 

     ２ 住民が主体となる地域支え合い活動のための支援 

第2節   その人らしい生活、思いを支援するために（野田） 

      １ 自立支援介護の推進 

      ２ 重度化、重症化防止に向けた取組の推進 

 

第3節   安心して暮らし続けられるために（日山） 

      １ 多様化する相談に対応できる包括的な支援体制の構 

築に向けた取組 

      ２ 認知症高齢者とその家族を支える取組の推進 

      ３ ひとり暮らし、高齢者世帯を支える取組の推進 

      ４ 中重度の要介護状態や在宅療養患者、その家族を 

       支える取組の推進 

 

 

 

   第4節  災害や感染症が発生しても安心して暮らし続けられ 

るために（溝部） 

１ 関係課と連携した災害・感染症発生時等の支援、 

応援体制の整備 

 

 第3節  日常生活圏域と地域包括支援センターの機能 

         1 日常生活圏域 

         2 地域包括支援センターの機能 

※ 注２１ 参照 

 

 

第2篇  各 論 

   

第1章  施策の具体的な取組み 

※ 注２２ 参照 

第1節   さかしく暮らしつづけられるために 

      １ 住民が自主的に健康づくり、介護予防を取り組める 

       ための支援 

     ２ 住民が主体となる地域支え合い活動のための支援 

第2節   その人らしい生活、思いを支援するために 

      １ 自立支援介護の推進 

      ２ 重度化、重症化防止に向けた取組の推進 

３ 多様な社会参加・生きがいづくりの促進 

 

第3節   安心して暮らし続けられるために 

      １ 多様化する総合的な相談に対応できる重層的な 

支援援体制の構築に向けた取組 

      ２ 認知症高齢者とその家族を支える取組の推進 

      ３ ひとり暮らし、高齢者世帯を支える取組の推進 

      ４ 中重度の要介護状態や在宅療養患者、その家族を 

        支える取組の推進 

      ５ 高齢者の権利擁護の推進 

 

   第4節  災害や感染症が発生しても安心して暮らし続けられ 

るために 

１ 関係課と連携した災害・感染症発生時等の支援、 

応援体制の整備 

 

 

 

 

 

 

注２１ 

高齢者の総合相談を担う地域包括支援センターの体制 

強化や組織のあり方について記載。 

① 業務負担軽減と質の確保、体制整備の充実について

記載 

 

注２２ 

① 施策の具体的な取組については、基本施策と方針を転 

記したものを記載。 

② 施策の具体的な取組については、以下の手法で、PDC 

Aサイクルを行い、改善策等の検討結果を計画に記載。 

・第7期計画で取り組んできた事業評価を取組目標（アウト 

プット）と成果目標（アウトカム）で評価し、現状分析（検証） 

を実施。 

・分析した結果をもとに、目指す地域の姿に近づいているの 

か、ちかづいていないのかを評価したうえ、地域課題等の抽 

出。 

・抽出された、課題等を解決していく対策を記載。 
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第８期計画 第９期計画 備考 
 

 

第5節  高齢者とその家族を支える人材の確保、定着、育成 

        を支援するために（吉武） 

１ 第8期において、最重要課題となる介護人材、定着、 

育成支援の取組の強化充実 

２ 介護現場の業務の効率化に向けた支援 

 

第6節  高齢者の多様なニーズに対応する住まいと住まい方 

への支援をするために（林田） 

１ 安心できる住まいの確保、住環境の整備 

 

      第7節  介護保険事業の円滑な運営を実施するために 

１ 地域包括ケアシステムを推進するうえでの介護保険 

の整備（林） 

２ 介護給付費の推移と見込量 

介護保険料基準額の算定 

低所得者対策 

介護給付費等に要する費用の適正化 

 

第2章  計画の推進に向けて（溝部） 

   第1節  制度の周知・情報提供 

   第2節  苦情相談体制 

   第3節  関係機関との連携 

   第4節  計画の進行管理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第5節  高齢者とその家族を支える人材の確保、定着、育成 

        を支援するために 

１ 第９期において、最重要課題となる介護人材、定着、 

育成支援の取組の強化充実 

２ 介護現場の業務の効率化に向けた支援 

 

第6節  高齢者の多様なニーズに対応する住まいと住まい方 

への支援をするために 

１ 安心できる住まいの確保、住環境の整備 

 

      第7節  介護保険事業の円滑な運営を実施するために 

１ 地域包括ケアシステムを推進するうえでの介護保険 

の整備 

２ 介護給付費の推移と見込量 

介護保険料基準額の算定 

低所得者対策 

介護給付費等に要する費用の適正化 

 

第2章  計画の推進に向けて   

   第1節  制度の周知・情報提供 

   第2節  苦情相談体制 

   第3節  関係機関との連携 

   第4節  計画の進行管理 

※ 注２４ 参照 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注２４ 

① 第９期計画期間中の年度ごとに、計画の進捗状況と 

達成状況を評価したうえ、PDCAサイクルに沿った進捗管 

理を行うことを記載。 

 

 


